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に沿って作られたインターステート母フリーウェイ40号線を走ったからである。

オクラホマナトI(サリソ…)からニューメキシコ州(アルパカーキ)までは 2度

走った。 1993年に走破した時は、前年がノレート66開通の66周年に当たっており、

道筋の各所に立てられていた新しい道標が印象的であった。

四半世紀にわたり、 f怒りのぶどうJに対しでこのような関わり方を続けて

きたために、筆者の手元にたまった資料は相当の分量になる。以下の紹介は追

体験の旅で残したメモに基づいたもので¥文学の楽しみ方の一例であ '0.)0 

さで、『怒りのぶどうJ誌、内容面で3部に分けることができる。まず、ジヨー

ド一家が、齢、嵐により故郷のオクラホマ州サリソーを旅立つまで¥次がカリフォ

ノレニアに卒るまでの旅、そしてカリフォノレニアでの出来事である。本稿では、

オクラホマ州を横断する旅に焦点をしぼり、オクラホマ州、|東端のサリソーから

西端のテキソーラまでの範囲で¥作品に関わる背景を扱うことにする。
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『怒りのぶどうJの冒頭には、オクラホマの「レッド@カントリー(赤土地

帯)Jと「グレイ@カントリー(灰色地帯)Jという言葉がある o IレッドJと

「グレイ」は、この作品に深く関わる象徴的な色であり、著者スタインベック

は、明快な;意図をもって冒頭に使ったに違いない。

「グレイ@カントリー」に当たるのは、オクラホマリ、1'1の西部(テキサス北部

に接する「パンハンドル」を除く)の南北に帯状に広がる「ジプサム母ヒノレズJ

(石膏丘〉と呼ばれる地域だろう。この一帯では、地表に15から20フィートの

石膏が積もっており、「グレイ@カントリーJと呼ぶのにふさわしい。

また、「レッド@カントリー」に当たるのは、オクラホマ中部地域を南北に

帯状に広がる二つの地帯、西側の「レッド@ベッド@プレインズJ(赤土平原)

地域と東側の「サンドストーン@ヒルズJ(砂岩丘〉とであろう O オクラホマ

ター

ィは、「レッド事ベッド母プレイン

「サンドストーン@ヒノレズJ

に含まれ、タ jレサやマッキャレス

位置する。この地域は肥沃で、農業に
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も牧畜にも最適の土地と言え '0.)0 

この辺りでは、地表がむきだし

ガ邑の土に圧倒される感があり、

つめたかのように見える O

(2) iダストボウJvJと大恐慌

「ダスト@ボウルJは、砂嵐の

アメワカ中西部、南西部一帯の

の場であった。しかし、

次々に開墾されていった。主とし

機械化が進むと、飛躍的に効率よく

いった。しかし、それは、大地の

れていったこと

作品の第 4

O 

トム e ジヨード

つ

「じいさんがいうにや、この土地は、

よかったということだぜ。野草がま

け

つO

つ

っしいると、一面の赤レン

レンガを聖堂き

ンの生活

として、

の

り、小麦畑が広がって

いた大草原が九魚i束に失わ

ぐらい耕すあいだは

J 

〈ペンギン 以下向じ)

天候に異変がなく、作物が順調に育っている聞はいいとしても、いった

魅になり、強い風が吹きまくるようになると、細かく砕かれた土は、壊となっ

て宙に舞い上がってゆく O

実際、 1930年代には、早越と強風が重なって、砂嵐がおこり、アメリカ中西

部、南西部一帯を襲うことになった。この災害により、農地は砂の下にうずま

り、農業を続けることは不可能になった。ただ、この災害は、あえて人災と言

わざるを得ない面がある。かつて、先住民たちが、大草原の生態系を守って生

活していたのに対し、白人開拓者たちが大草原を農地化したことに主な原因が

あるからだ。
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(ヰ) こと亀(ランド@タート

『怒りのぶどうJの象徴として登場す

描かれている O

一匹 あ もなしに向き

は、第 3章できわめて印象的に

、も い丸屋根のような甲羅を草

の上にひきずりながら、はっ

人間の爪のようなひたいの下

見つめているo (加頁)

いた。……角のような口先は半ば開いて、

けだけしい、 けた自が、まっすぐ前

l立、 みずからの自で見る機会をもった。一度は未舗装の野

の はハイウェイの路上だっ 思いがけぬ あり、感動の

瞬間であつ 1'-、」副

夕ノルレサ近郊のハイウエイ っている時のことだった。前方の道路の上に、

でも落ちているのだろうと、スピードを落とし何か黒つ lぽぎいも

ながら近づき、間近 いた。土亀なのだ。第 3章のあの土亀が自

の前にいるで

かのように見えた。まさにスタインベック

の尊ん中で一休みしている

したそのままの姿で、甲羅の

直接は、 20セン き ザつ f '-0 

は、思いがけ

と時を共にし 1'-0 

いに感動し を止め、それから 1時間ほど、

(5) ワソー ェコタヘ

カリフォルニアヘ向かう準備をすべて終えたジヨード

ソーを出発して西へと向かう O

は、朝早く、サリ

サリソーからゴアまではマイノレ、ハドゾンは時速30マイルで、走っていた。

ゴアからウオーナーまでマイル、ウオーナーからチェコタまで14マイ jレ。
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サ 1)ソーからウオーナーまでは、倒号線を走ることになるが、これが、ジヨー

ド一家が通ったハイウェイと考えられる。サリソーからヴィアンを通りぬける

と、次の町はゴアである。人口わずか 690だが、かつてチェロキー@インディ

アンの西部の拠点となった所であり、チェ口キー@インディアンの法廷跡が残っ

ている。

ゴアからウオーナー(人口1，479)まで行くと、 64号線は北へ折れタノレサ方向

ヘ続くので¥そこからは 266号線をチェコタ(人口 3，290)まで西進する。

(6) マッキャレスターとか翠ーニー

物語では、チェコタを通り抜けて西へ向かう

との交差点で、もある O

この町は南北に走る69号線

この69号線を南へ向かうと、マッキャレスターがある O 人口は 18，400。こ

の町は、 1870年、 J.J.マッキャレスターがチョクトウ@インディアンの領土

内に交易所を作ったのが始まりで¥その後、石炭鉱が発見され、現在のような

商業の中心地へと発展した。

マッキャレスターには、主人公トム@ジ詔一ドが、殺人の罪で服役したこと

になっているオクラホマ州立刑務所がある。 r怒りのぶどうJの物語は、 トム

が、この刑務所で4年間暮らしたあと、仮釈放になり、故郷に震るところから

始まっている。

刑務所の場所は、町の西端、ウエスト@ストリートの西側一帯である O 周囲

は高い鉄条網に固まれて、ものものしい雰囲気が漂っている。 1993年夏、筆者

はそこを訪れた。そして、不注意にも刑務所の門の傍まで車を乗りつけて、門

衛にとがめられてしまった。それでも、『怒りのぶどうJ研究のために、はる

ばる日本からやって来た旨を説明して、何とか了解を得ることができた。その

門衛によれば、当時、全米から千数百人の重要犯罪人が収監されていて、その

内の数百人は極刑の犯罪者ということだった。その他、囚人たちの日々の生活

など、興味深い話が聞けたのは幸いだった。

ショーニーは、オクラホマシティに近く、その東方30マイルほどの位置にあ
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にふっ は見当がつく。信号のついた十字路があれ

けでなく、ある程度の広がりをもっ、より大きな規模

ら郵梗局などの並ぶダウンタウンを過ぎれば、

の風景が広がってゆく O

ば、

ほ

の典型的な

ば、ペイドン(人口

で、道の両側

O ペイドンは、

が並んで、い

ヤキ

?とけだから、 は、あっというまに通り過 しまう O

ベイドンの近くの道ばたに、小屋が l軒あって、その前に 2台のガソリン

ポンプがあり、そして柵のそばに、水道の蛇口が lっとホースが 1本あっ

た。

現在もペイドンの東のはずれには、 l軒のガソリンスタンドがある O

作品に符号する「ペイドンのガゾサンスタンド」ということで¥筆者は、車を

降りて、トムがスタンドの男と話を交わした場面を追体験してみた。ただその

時は、スタインベッタの実地調査した頃からのガソリンスタンドかどうか、

ねる気にならなかった。が、後になって後悔した。もし古くからのものだった

ら、さらに好奇心がわいたに違いないからだ。

ベイドンからミーカーまで13マイル、ミーカーからハラま

るとオクラホマシティー大きな都市だ。 (13章、 180頁)

マイノ人す

ベイドンの次の町(プラーグ)を過ぎてミーカー(人口 1，003)に至る少し手

前に、赤土のむき出しになった地域がある O そこで筆者の見た光景は、まさに

作品の冒頭に描かれた「傷跡だらけの大地」そのもので、一面に広がる赤土が

乾き、「大地の表面はうすい、かたい殻をつくりム亀の甲羅のようにひび割れ

た土の塊が、一つ一つ表面の皮がむけて、反り返っていた。自指すものを見つ

けた喜びのあまり、不審そうに見守る人々に囲まれながら、夢中で写真を撮り
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続けたことが思い出される O

ミーカーからさらに西へ進むと、ハラ(人口 4，206)に至る。ここからは、道

路も上下二車線になり、周辺の雰囲気から都会に近くなった感じがする。この

辺りは起伏がはげしく、オクラホマシティに向かっ

波打っているように見える。

道路がはるか彼方まで

そして大都会、オクラホマシティ(人口 719)で¥62号線は、北のタル

サからオクラホマシティまで南下してくるノレート66に合流す raJ0 

(8) 

作品中には「オクラホマシティからベサニーまでは14マイルJとあるが、こ

れは、オクラホマシティのどこから計った数字なのか、が問題であ raJ0 

ベサニー(人口 20，075)は、オタラホマシティの西側に隣接する町で、ほと

んど分かちがたい。かつては、両者の間にある程度の自然空間があったに違い

ない。現在では、家並みが完全に連なっており、オクラホマシティの一部のよ

うに見える。ノレート66はこのベサニーを通り抜け、町の西端は、ノース φ カナ

ダィアン@リバーの一部、オーバーホルサー@レイクに接している O

彼らはベサニーをぬけて、町の反対側へ出た。排水渠が道路の下をくぐっ

ている掘割りに、 の古ぼけた旅客用の車がハイウェイからはずれたと

ころにとめられていて、そのそばにテントが一つ張られ……。 (13章)

は、この描写にぴったり符号する場所を見つけた。

ノース@カナダィアン@リバーには、古い鉄橋がかかっているが、これはルー

ト66の!日道の一部として今も残る橋だ。どうやら、その橋の辺りがスタインベッ

クの抱いたイメージかも知れない、と筆者はにらむ。橋の東側は、道路の南側

に公i認が広がっていて、たぶん当時でも車を止めるという設定にふさわしかっ

ただろうし、道路の北側には排水渠も、掘割りもある O

このテントにいたのは、カンザス州、!の の町ガリーナ(人口 3，308) から
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やって来たウィルソン夫妻であり、カリフォノレニアを目指す仲間として、ジヨー

ド一家にとり、はじめて行動を共にする人々であった。その最初の出来事となっ

たのが、じいさまの死であり、ウィルソン

さまを弔うことができたのである。

の好意的な協力によって~じい

ジヨードとウィルソンの家族は、一つの単位となって、のろのろと西への

旅を続けたーエルリーノにブワッジポ一人クリントン、エノレクシティ、

セア、そしてテキソーラ。ここに州境があり、オクラホマは背後になった。

(16章、 222頁)

ベサニーを離れ、ルート66をさらに西へと向かうと、ユーコンを通ってエル

リーノに至る O この町の人口は 15，414だから、かなりの規模だ。

サウス。カナディアン@リバーを渡ってブリッジポート(人口 137)までが18

マイノ人そこからクリントンまでは37マイルの道のりである O クリントンは人

口9，298の町で?フリーウェイの周辺にも見事な赤土が広がっており、赤一色

の風景は、鮮やかで、自にくっきり焼きつく O さらにマイル西進すると、エル

クシティ(人口 10，428)がある O 次が12マイル西のセア(人口 2，881)で¥町

の中をレッド e リバーの支流が流れている。

そして、西へ21マイル走ると、オクラホマ州、i最後の町テキソーラ(人口 45)

で、ここが文字通りオクラホマ最後の地点となる。ジヨード一家にとっては、

まだほんの序の口にすぎず、これからテキサスを通り抜け、ニューメキシコ、

アリゾナ、そして、カリフォルニアへと向かう長い旅が続くのである。
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